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はじめに1.

本研究はため池堤体や盛土道路の法面変形解析を行うにあたり，必要な地盤定数（せん

G Fc, Ip, e,断弾性係数 等 に及ぼす諸要因 等方圧密圧力σ 細粒分含有率 塑性指数 間隙比） （ ，

締固め度 等）の影響を物理・力学特性 から定性的かつ定量的に把握することを目的とD 1)

したものである． > > の締固め土において， はσと に相関があり， の影響Fc 35,Ip 15 G Ip D

を受けることが分った．また締固め土と築堤の不攪乱土について の定式化を試みた．G

静せん断弾性係数 の算定方法2. G50

微小ひずみ領域(せん断ひずみγ )=10-6

におけるせん断弾性係数(剛性率) は一般G

に( )式を用いて与えられる．1

dτ σ
( )G= = ------------ 1

aγ ( ν)ε2 1+

ここに τはせん断応力であり 軸差応力, ,

σ を用いてτ σ より得られる．d d= /2

またγは軸ひずみε ，ポアソン比νよりa

γ ( ν)ε より得られ，νは飽和試料= 1+ a

の非排水試験ではν を用いる．=0.5

ここで，静せん断弾性係数を提示する場

合は三軸圧縮試験( 条件)から求め，( )CU 1

式が静的な場合も成り立つとして( )式の2

ように改める．

maxσ
( )G = ------------------ 250

50３ε

maxここに は静せん断弾性係数 σ， ，G50

は最大軸差応力 ε はσ の軸ひず, /250 max

みである．

締固め度 の と圧密圧力σの関係3. D90 G50

近畿圏複数の土取り場から採取したコア

用土の締固め供試体より， と圧密圧力G50

Fig1 C Fcσとの関係を に 材(細粒分含有率

> ( ) 塑性指数 > )， にはφ成分50 % , Ip 15 Fig2

を含む 材( > > > )の結果を示しC 50 Fc 35,Ip 15

た．同図より とσは全般に線形の相関G50

材の とσとの関係Fig.1 C G50

φ成分を含む 材の とσとの関係Fig.2 C G50
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が認められ，傾き と各供試体の とのa Ip

Fig3 Fc 35,Ip 15関係は のように表わされ， > >

なる 締固め土では， の相D90 a=-2.4+106.2

関式が得られた．

供試体の と の関係Fig3.D90 a Ip

， ，一方 築堤の不攪乱土 試料においては10

の相関式が得られ 締固めa=-2.2+106.2 ,D90

土と比べて大差はなかった．

に影響を及ぼす諸要因について4.G50

Fig4 D95 Cには締固め度 のφ成分を含む

材と < ( )の 成分を含むφ材のD90,Fc 35 % C

供試体について とσとの関係を示す．G50

φ材 供試体の とσとの関係Fig4. ,D95 G50
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これらの試料は ・σの正の相関がG =a50

得られず 締固め時の初期間隙比 や (<， e Fc0

35% D95)に支配されると考えられる．また

D90 D95のσ は のそれよりも大きいがmax

の はσの増加に対して よりも小G D9050

さくなる結果も得られた．すなわち，マト

リックスの細粒分が締固め時( )やσ増D95

加に対してオーバーコンパクションが生じ

て に影響を及ぼすと考えられる．G50

の実験式について5.G50

G Hardin微小ひずみ領域の については，
nらによる実験式 より，有効拘束圧(σ )1) '

のべき乗( ) 実験定数 などで示さn=0.5 ,e, A

れ，自然地盤を対象としている．

著者らは締固め土を対象とした大ひずみ

領域の実験結果より の式を以下に提,G50

案する．

・ ( )・σ ＋ ( )G = a F e b --------- 350 n

a=106.2-2.4Ip Fc 35 % ,Ip 15 D90( > ( ) > の
供試体)

( > ( ) > の不攪乱a=106.2-2.2Ip Fc 35 % ,Ip 15
供試体)

01+e
( ) αF e =

min1+e

min(αは実験定数 は締固め時の間隙比，e ,e0

は最大乾燥密度ρ の間隙比である )dmax .

σ 圧密圧力( ); kN/m2

には( )式を用いて， ～１，Fig1,2 3 =0.8n
， ．α として各現場毎に破線で表した=1 b=0

なお， 値は築堤後の年代効果を経たセb

メンテーション定数として導入した．

このような実測値に基づくせん断弾性係

数の近似曲線は，大ひずみ領域での実用的

な変形解析に有効に活用できる．
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